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2005MMc総会

l月26日　(水)　リバティタワーで

続いて行われる新年懇親会では
新潟中越地霞の報道などで活躍した､テレビ新潟の駒形証明理事から､いまなお逝雛生活が続-現地のナマの状況などの報哲が行われ

る予定｡また､来春､マスコ-界に仲間入りの画定をしている4年生たちも懇親会に参加して､今後の抱鎖などを表明することになっている｡

平成17年のMMc総会と新年懇
親会が､1月26日　(水)牛後6時から'母校のリバティテワ123階

｢紫紺｣　で捌かれる｡

総会では､まず日貨田武蔵増車

長から､平成16年の活動状況の報告と､新しい牢の活動日標などの説明が行われた後､性別潤子に伴う役良改選が行われる｡今回は､

河合公人部会長が　｢健康上の問題もあり'後進に譲りたい｣として辞接を表明しているため､後作人草を中小に進められるC

l l月25日に聞かれた役員会では

〟このさい思い切った若返りを〟
という方針で一致し､会長､副会長､即事長､副即事長かいずれも迅什あるいは交代し､それに伴う

現世を新任する案か検討され､新役職や分担業覇についてそれぞれ調整を行った｡その結果､新会長には木村武副会長の昇椛､削会長には口質剛理事長と検部太郎副即事皮がそれぞれあたり､新しい即事長には斉藤柳光理事が雑作することで､総会での承認を求めることになった｡

テレビ新潟には明治oBか-人

いる｡10月23日の新潟県中越地霞では､報道部に勤務するOBたちは､取材に飛び回った｡休み無く続く余震の恐怖､崩壊や亀裂で-断された道路､停電で闇となった街｡想像を絶する事態の中'自らを励ましながら取材を続けた｡

上越新離縁か脱線して､東京と

の動脈が断たれた彬轡は大きい｡秋の行楽客はことごと-キャンセルとなり'温泉地から悲鳴が上がっ

た｡ローカルテレビ局にとって営業面の痛手も大きい｡長岡支社の営業活動は中断し､報道の支援にまわった｡事業部もコンサートの中正などの対応に追われた｡
全国からいただいた多-の励ま

しや義媛金に感謝し､｢元気だして-新潟｣を合言葉に､----年こそ明るい1年にしようと新潟県民は願っている｡(テレビ新潟放送網事業局次長･駒形正明=77年政経卒)

ことしの日本は､災宮の爪痕

を引きずったまま暮れようとしています｡

要の台風と崇高禍､それに追

い打ちをかけるように10月23日に起きた新海中越なとで､締ま

まだに遊離勧告の出された中で生活している人が約----人もおられます｡心からお見舞い申し上げます｡

また､アテネ五輪での日本選手

やイチロー､秀=etの活鵬かあり'
一方では口本人搬牲者を出したイ

げなければなりません｡詳しいことは活動報告に譲りますが､今年は一段と参加する学生たちの顔つきが真剣そのものに見えました｡それは多忙な時間を割いてセ-ナ-の講師を引き受けて頓いた､マスコ,､､各界OBたちの心意気が写生

見紺も昨年のこのMMC就職セミナーに参加して先雅から元気をもらい､やる気になったと活して-れました｡お礼をこめて今宿-のセ-ナーに駆けつけて-れたそうで､電通には-名が画定したそうです｡

セミナー最終のプロダクション

OBの心意気､学坐たちに伝わる

IMMc活動この1年

MMC会長　河合　公八郎

しい多くの鰯拙著が出ました｡特に中越地歳では､一時_0万人を超える人たちが遊離生活を強いられました｡年の瀬を迎えて仮設仕宅の建設も進み､そこに入る人たちもおられますが､い

ラク紛争､持致問題も　向に進展がありません｡内外ともにいろんな出来再がありましたがへ　皆様にはどんな年だったでしょうか｡

さて､MMcのこの1年を振り

返ってみますと､活動の主なものとしてマスコ-就職セ､､､ナーを挙

たちに伝わったものと思っています｡

10月末に開いた｢広告セ-ナIL
も盛況でしたが､終わったあと､お世話になっている就職課から

｢電通に国定した怖孝郡の塩見先
帝在です｣と鰍介されました｡塩

セミナーにも､-人の国定者が駆けつけて-れています｡こうした耕職セ･､､ナー活動が､大字への貢献にもなり､わがMMCにとっても将来的には組織の拡大に繋がっていくものと思っています｡

月例会につきましては､威念な

がら1回の開催にとどまりました｡担当者もいろいろと企画を立てましたが､講師の突然のキャンセルなどもあり､このような結果となりました｡月例会について､会見の皆様の提案､ご想見をぜひお聞かせ願いたいと思っています｡

年が開けますと1月26日にM
MCの総会がリハティタワーで閲かれます｡役員の改選期に当たりますので､新役員の選出をお願いすることになります｡これまでの話し合いで､是返りを図ること､また幹事団を一層充実させて行動力のあるものにすることか柱になっています｡

今後ともMMC活動へ組織拡

大のため､皆様のご支援ご協力をよろし-お願い申し上げます｡
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存在意義ますます重要に

MMC　平成_ 6年の活動報告

MMCが発足して今年でまる5
年､多-の宛粥の皆さんの地道な努力が､ここへきて確実に成果を上げはじめている｡

明治出身のマスコ､､､捉OBと､

マスコミ界に就職しようという気骨ある在校生､この時著をつなぐ

明流人写マスrl-クラブの存在意義は､蕊々重要なものとなってきた｡河合会長のもと､マスコ-入､マスコ-予備軍が母校の教室に集って閲-各種講座､セミナー､イヘントは､回を重ねるごとに中身が充実してきて､大きな成果へとつ

なかりたしてきたからだ｡

以下､今年の活動状況の跡を振

り返ってみよう｡

まず､1月29Hには､何例の総
会と新年懇親会が､母校リハティタワー23階の　｢紫紺｣　で､80人が参伽して行われた｡続いて月例会

か聞かれる予定だったがへ　調師の口撮調籍などて開催が遅れ､6月23日に､大字会館5晰大会繊雪で時局浦波会として､経済写部の高木勝教授が､｢参院選挙後の年金問題とバブルの再来はあるか｣　のテーマで講潤した｡参画者は'42人だった｡

昨年も大好評だったマスコ-班

職セ-ナーは､-月-Hの第-回
｢全体セ-ナIL　を皮切りに'

-同日は-月14日　｢アナウンサー七､､､ナIL､10月13日　｢放送セ-ナIL､m月27日｢広告セミナー｣､日月10日　｢出版セ-ナIL､日月

24u I新聞セ-ナIL､12月1日
｢プロダクションセミナー｣　と合

わせて1回のセ､､､ナ-が聞かれた｡いずれも多-のマスrT-志ar写生たちが参画し､天変な腱況たった｡これらのセミナーが功を褒してか､-流マスコミ-社にそれぞれ内定
者が出るという成果も上がっている｡

またへ　要に行われた　｢納涼ビア

パーティー｣　には､54人か出席したはか､ゲストも栖いて大いに盛り上がった｡来年もさらに活発な活動が期待出来そうだ｡(理事･鎌倉精一-41年文隼)

RtttJセミナーに萎加して今年のマスコ､､､就職セミナーで薄師を傷めていただいた皆

さんから､セ-ナ-の感像や､写生と大字､またMMCに対するメソセーンなどを寄せてもらった｡《アナウンサー》学生の本気度高い参加人数は比較的少なかったも

のの､戯心な学生ばかりで､本気度は相当‥同かったのでは､と思っ

なりました｡写生が少なかったことでは'ちょっと寂しい気もしましたが､参加した学年たちの熱心

上聞

ています｡なんとか.人でも作間が鼎えるよう頼っています｡(チレビ朝日･飯村真一-89笹汝卒)

セミナーの周知を講師として参加することは､自

分の月中を検証する､良い機会と

さには感動しました｡

マスコ,､､受験に対して何の準備

もしていなかった私は､当初それほど掛∵小にマスコ-への就職活動をしませんでした｡それは､受験しても採用されるのは鯨理だと勝手に思っていたからです｡しかし､い-つかテレビ局を受験してい-うちに､面接宮によって自分でも気付かなかった才能'可能性が見出された気がします｡自分のこと

は､案外なにも知らないものです｡そうしたことも考え､.人でも多-の人に受験の機会を与えることができればと思います｡

セ-ナーに写生を無理に動員し
ても､やる気が駈ければ鮎意味でしょう｡しかし､｢行きたかったのに知らなかった｣という人が少な-ないなら問題です｡マスコミセミナー閲僻の周知徹底が肝心だと思いました｡写生たちの健闘を折っています｡(日本放送協会･吾妻諌-93年文牢)

自分の仕事見直す私のような者が参加して､果し

て参考になるのか心配でしたが､すぼらしいアナウンサーの力とご
一緒して､自分の仕事を見つめ直

す良いきっかけになりました｡

機会を弓えてくださって､本当

にありがとうございました｡(文化放送･鈴木純子-93年文牢)

《放　　送》

どんどんトライを今回､セ-ナ-に初めて参画さ

せていただきましたが3,.われわれか現役時代に行われた'同様のセ-チ-に比べると参加者か少ないなぁ②全体に元気がないなぁ-どいうのか感想でした｡

マスコミ業界においてほ'明大

帝-業生の数が圧倒的に少ないのか現状です｡早塵の学生に比べ､受験する絶対数が少ないのかその一因だと思います｡マスコミ業界で働きたいと思っている人は､｢とうせグメだろう　｣などと考えずとにか-受験してみてください｡雷-じき買わないと当たらないの

とー雑で､離職試験も受けなければ合格しません｡大字の就職課も写生たちに対し､どんどんトライすることを勧めてほしいと思います｡

今年も就職シーズンがスタート

しました｡少しでも多-の明夫生が､われわれと同じ職域､業界に入ってもらうためなら､忙しい光雄たちも協力を備しまないと思いますので､写生の皆さんも硝撥収集などにとんとん允誠を利用して欲しいものです｡頑破ってください｡(東京放送･本田由幸=81年政縫卒)

自身の持てる人に人にはそれぞれ｢持ち味｣があ

ります｡就職に｢こういう人でな

を求めています｡自分に自信を持ちましょう｡自信が持てる人になりましょう｡(日本テレビ･塩野弥千夫-82年法華)

《広　　告》

担当役員に敬意
久しぶりに御茶ノ水に伺いまし

たが､校舎の変容ぶりには天変解かされました｡モニターに映し出される授業のスケジュールや､シンプルで先鋭さを感じる内装のデザインなど､写舎というより､アカデ-ソクスタジアムという進いて､その壕に集う写生に対しても胸腔の徹を感じてしまいました｡

しかし､マスコ-セミナーの会

ければ駄目だ｣というものはありません｡会社は　｢いろいろな人｣

域に赴き､先誰たちをはじめとするOB諸氏の鉄のある託や､その謡を食い入る様な姿勢で聴いている単性の姿をみるに､時代を越えて共有できる｢数｣を感じることができました｡一般的にYジェネレーションなどと､われわれとは異なる価値観を持つことかクローズアップされがちな現役半生たちと､｢夢｣　や　｢酷熱｣　といったアナログな飴の交換ができたことが私にとって非雄にSjJ議深い経験でした｡

最後になりますが､ボランティ

アでこういった勉施会を運営されているMMCの役員の皆さんに敬意を表したいと思います｡本当にありがとうございます｡(博報堂･高荷力-95年政経啓)
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受講の経験生かす1年牛の時から参加させて頂い

たことで､マスコ､･､受験への心筋えか出来ました｡本当にありがとうございました｡

マスコミ業界に入るにあたりま

して'いつでも自分に磨きがかけられるように常に世のなかに対して　〟アンテナ〟　を撮っていたいと思います｡

有事の面では､始めの数年間で

仕叫の張本を宰び､その後は一定の間隔でスキルアップしていはるように自分を虐めていきたいと思います｡また､人間は身体が資本

とを天変､離し-思っています｡講瀬に先立ち､何を話したちょいかメモを作りましたが､その際に自分自身が総務話者として歩んできた道を振り返るとともに'現有自分が疑問に感じること､あるい

〟

たと思いますので､適度な連動をしてハードな仕事にも耐え得る身体をつ-りたいです｡そして仕再と遊びを共に充実させることができる､心身共に低廉な社会人になりたいと思います｡

広告の仕事をするにあたりまし

て､目標はクライアントと油煙者の双方を笑顔にできる広告マンになりたいと思っています｡そして何年かした後に､弘が-年生の時からお世話になったMMcの就職セ-ナ-に呼んで頂けるようになりたいです｡どうぞよろしくお願い致します｡(ジェイ･アイ･シー内定･高橋充-文-笹)

《新　　聞》

好き-職業の幸せ単性を前に話す機会を傾いたこ

はマスコ､･､報道の問題点を整理できました｡私の轟かとの程度学生に彫稗を与えたかは定かではありませんが､自分にとって心慮誰な時間を過ごせたと思っています.

写生に改めて言いたいのは　｢自

分の好き｣を職業にできるのは幸せなことだということです｡ぜひ仲間に加わってほしい｡明治大学は東天､早稲田に比べるとマスコミ内では人数的に劣幼ですが､人手マスコ､､､に就職するスタートライノに立てる大字です｡もちろん運や巡り合わせもありますが､本人の努力次第で望みは叶います｡
｢明大出身者はマスコ,､､内少数

派だが､小意気と仕舞ぶりは餅を抜-L Iそんな諦価を定着させ､少しでも多-の後雅を迎えられる環境を整えられたらと思っています｡引き続き柄進したいと思います｡(時事通信社･岩下浩明-90年政経牢)

自分に自信持って写生の皆さんへ-｡自分の考え

方や､これまでやってきたことに白宿を持って-ださい｡私たち社会人は､経験こそ映葉柄ですが､若い人たちの栃新な発想や行動力にはかないません｡(日本経済新聞社･町田猛-00軍政鏡草)

《プロダクション》母校愛持つ学生をマスコ-の世界は早稲川が幅を
利かせている印象ですか､私の周囲には､出版社の編集者､ブックデザイナー､イラストレーター､ライターなどMMCに入っていないOB･OGは何人もいます｡掘り起こせば､若返りも図れて錘々たる組織になると思います｡

昨今は､大字の個性が無くなっ

て寂しい限りですが､校歌も応援歌も歌えず､野球やラグビーの応接にも行かないような写生は｢明夫色｣　ではないと思います｡もっと母校愛を茂った写生かマスコ､･､に入ってもらいたいと願っています｡就職戦線でボーダーライン上の学生がいたら　｢そうか､やっぱり明治か-･｣と〟前へ〟出る斜いて来る掌生を機りた-なりますから｡(風韻社･校候頁-84年政経や)

スタジャンに憧れ不安と緊張を舶けてjSJ,々とし空

のトの駿河台の地で入試に挑む｡試験会場でやさしく誘導して-礼た､光沢ある白色のサテン生地にM蜜JO UZS<田RS〇一Yと整紺の太字が浮かび上がったスタジャン姿の学生｡戸惑いの中にいる私に安堵感を与えて-れた｡そのやさしさが忘れられず､大学1年口の自分の足は､掌牛課へと向かっていた｡

今度は自分の番だ'〟役に立ち

たい〟　と｡学生課へ通いつめ､翼

例で『文学部女子』という席rIであのスタンヤシを羽織った｡

戯極的行動､そして実行｡真っ

直ぐな思いが今度は逆の高域として私の経験に加わった｡縁の下の力持ちであるアーティストマネージャーという職業の今｡〟何かの役に立ちたい〟　という思いはM田こーUZ-<田RSHづYの後ろ姿を見たその日から用牙生えていたのかもしれない｡銃槌的な行動と熱い思いは通ずるということを学べたことは貴重であり､行動力､経験､そして人脈が大切だと舶感している今の自分に膨轡しているに違いない｡

熱い-明治っぽい-と言われる

所以なのかもしれない｡(ホリプロ･石垣美枝=97年文啓)
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各国民族衣裳でにぎやかにさよならパーティー

ム'タイ､カンボジア､インドネシア､ラオス'日本の給餌54人の子どもたち｡アジアのIどもたちは､質しい壌晩の予ともたちかほとんどです｡

まずは､代々木のオり/ピック

センターで-日脚の共同生活｡岡の違う子どもたちかチームをつくり､ゲームや運動会､アートクラ

さに加えて､ひたむきな姿に､満員の細密からは感動の相手です｡終了後､涙を流して　｢感動しました｣と握手を求めてきた人もいて私も疾しました｡

このあとは｢さよならパーティー｣｡

解放感も手伝って思い切りはしゃいだ予ともたちでしたか､やがて訪れたお別れの時､みんな抱き合っ

日本テレビ報道局で-年前定年

を迎え､日本テレビ文化事業団へ180度転進｡｢アジアの分課交流に貢献したい｣ということで､

NGOのンヤシティ国際ボランティア会と.緒に今年1 0月-日から-週間､｢アンア子とも文化鮫｣　を行いました｡参加したのはへトナ

フト制作､見守など､言薬の鷺も難なくクリアし､あっと一一∩う間に打ち錐け､とても元気で楽しそうでした｡そして1 1日'有楽町の読売ホールで子ともたちか細承してきた伝統芸能の公演｡同会は明夫OBの相和功労さんが､ボランティアで用頓してくれました｡

民族衣装をまとっての踊りは､

妖薄のように美しく､完成度の話

ていつまでも離れようとしません｡小さな交流ではありましたが､子ともたちは楽しい思い出と沢山の友たちをつくり､心の中には間違いなく友柵と希報が身生えました｡私も手ともたちの実朝に勇気つけられました｡そして誓いました｡
｢次も絶対にやろう｣と｡(日本テレビ文化事業団事務局長･阿部即已-67年商卒)
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大字機関誌のーつに､牢4回苑

行している季刊｢明治｣があります｡装丁はきれいに付上がっていて､一読者として見てる時は､なかなかスマートな編集だと､他愛なく流していました｡この季刊話の編集委員会は､教授とOB合わせて同人で橘成されていますか'MMCから河合会長と私の2人が編集委員を携めています｡これまで3回の編妹委Ⅱ会に出席しましたが'委員諸兄姉は母校愛に溢れる熱心な意見胸陳をされていて､感激しています｡

しかし､編集委員として｢明治｣

を読み返すと､まだまだ大学の匂いがふんぷんとして､攻めるところが多いことに気づきました｡在学生や父性､oB､教職員ら母校関係者に向けて　｢もっと魅力的な帖報｣を発信することかできないか､というわけです｡

明大マスコ-クラブをPRする

ことを考えています｡MMcは､マスコミの第一線で活躍する若いOBを講師にして､社章生向けに
｢マスコミ就職セ-ナIL　を開催

しています｡1セ-ナーに-00o大の字生が集まります｡講師陣は大変魅力的です｡そうした若い

5人(平成_6年-月末現有)　です｡そのうち女子学位が9--3人と､-湘近くを占めます｡私が通学した40年前には々えられないほど'女子学生か多-なりました｡キャンパスは華やいでいます｡各界で母校oGも数多-活躍しています｡
｢女竹｣の話題も掲蔵すべきでしょ

う｡グラビア企画にもなります｡

いるOB･OGに　｢棟稿｣をお願いするのです｡成功談がいいですね｡呂労謡もいいでしょう｡現代〓会に対する　｢詳言｣　でも結僻です｡

読者と誌面との交流も大切です｡

比較的大きなスペースを割いて
｢読者参加の榔｣　を設けたらどう

でしょう｡｢滞欧｣　や　｢俳句｣､

｢老｣｢壮｣｢市｣｢女竹｣　に配慮
した就集の張本を確立することをH棺すべきです｡そして　｢知作｣と｢肇やかさ｣を兼ね備えた魅力的な誌面に育てようではありませんか｡

***

そんなことを亮一えている　｢新米

編集委只｣　です｡

李朝｢明治｣は､年間騰読料か

2--0円(送料込み)　です｡ぜひ読んでいただいて､ご感想や注文'ご批判をお寄せください｡

(注)⑪大西敏勝､⑫久保田晰幸､

⑱西口　宏､⑭内田正彦､⑯斉藤柳光

oBを記上で紹介する新企画を提案しようというわけです｡

マスコ-界ばかりでなく､各界
での若手の泊蹄ぶりは､在校生に自信を与え､父母の皆さんは子女への期待が膨らむことでしょう｡ヘテランOBは'後緋を頼もし-思うに違いありません｡

わが母校の在校生は-力---

署述業として泊地するOB･O

G捲名人に､｢随笹｣を輌みましょう｡これは､読解を引きつける命両で　〟売り〟　の一つにもなります｡少々の原稿科か生じるでしょう｡将来は｢連戦小説｣もお城いし､護操の　｢三田文字｣　の向こうを張るようにしたいものです｡

また'各界のリーダーとなって

｢投Fjii榔｣､矯い　｢随範｣､｢近況報
告｣､｢同期会'クラス会の連綿｣､

｢趣味｣　などのコーナーを作りま
す｡社会的に落ちついた年頃になると母校が｢懐かし-｣なるものです｡そうしたOB･OGから広-梢報を妹るのです｡そして､読者の参痢慈誠を高め､誌面に対する関心を深めてもらうのです｡

季刊｢明治｣申込先

現前大学広報部　江津氏

℡〇'3296.4083一

(元テレビ朝日､MMC理事長-
64年繭卒)

く秋季ゴルフコンペ成績)

初のサマー懇親会開く
この夏'MMc初の試みとして

サマー懇親会｢納涼ピアパーティー｣を7月27日'リハティタワー17蹄
｢ラウンジ暁｣　で実施した｡

兄岡山放送日長で明大マスコ-

クラブ元会長の坂本櫛部氏が､在の叙勲で旭日中級磯を受賞したお祝いと､野球部が12ン-ス/ぶりのリーグ優勝　(しかも完全)　を祝いを兼ねた催し｡全壊には.重の喜びを分かち合おうと､会員50人か集まった｡

ゲストは坂本氏と勤球郡の別府
降彦総監憎､間中幣制遊蝉手(4年)､原島重光外勤手(2年)､清水渉辛投手(-年=.域投手の後

繊)､落合士捕マネージャーが川筋した｡ホリプロファウンダー･掘成天氏の祝辞をはじめ､出席者

か次々とお祝いの言葉を贈った｡同会とインタビューは､文化放送･鈴木純子､フリー･岩的Hfの画アナウンサーか机当して会を確り上げてくれた｡(I&SBBDO･和田哲郎=77年政経坐)

果たした｡

プレー後のパーティでは掘さん

より｢優勝がネット80台ではみっともない｡皆のハンデキャップが実力に見合ってないのではないか｡

ハンデを適直なものに改正するか､縦波方法を変える必要かある｣との提案があった｡これを受け次回からの賊技方法の検討に入ることになった｡

2年ぶり檎氏優勝
快晴′　MMcゴルフコンペ

日月5日(十)快晒､無風､まっ

たくけちのつけようの無いコルフ日和であった｡河合会長が四-肩
(年齢語称の声あり)　で急進欠場

のアクシデントがあったか初参加の狛さん以ト1 7名で行われた｡ゴルフ場は猫野さんのメンハーユー

ス武蔵松山カントリークラブ｡惹･;らしいコースに参加者'間組鮮することしきりであった｡しかし､碑さん美しいコースに負けたのかへ　絶好のコンディションにもかかわらずスコアが伸びず､不朽桧がネット81で-年振りの優勝を

MMCゴルフで､ 2年ぶりに

優勝カップを手にした輪氏

3月25日に観桜コンペ

･----宿-月25H　(令)･名門　何棟ガンツリー倶楽部･7組予約済みです｡岱ってご参

加-ださい｡コンペ会員募集中〃‥特に若手へ　女性会員
当倶楽部は楽しく､スコア､勝

敗にこだわらずまじめにゴルフをプレーすることをモットーに毎-二回コンペを行っております｡近年は若い人の参加も唱えております｡是非会員詮録をお願いいたします｡先砺後部入り混じって和気穂々の楽しい会です｡

℡090-22-----2-
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俄まで


